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出土状況（要素） 一括出土銭 都市・土城 住居 副葬品 厭勝銭 装飾品
地域Ａ（a） ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域Ｂ（b） × ○ ○ ○ ○ ○
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８
　この「地域Ａ -地域Ｂ ⊖ 地域Ｃ」と「地域ａ ⊖ 地域ｂ ⊖ 地域ｃ」は基本的に独立しており、個別の系
を形成して銭貨が流通していた。しかし、近接する地域の場合は両者が重複し、「地域Ａ ⊖ 地域Ｂ ⊖ 地
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ムが、中国を中心とする小平銭と大銭が流通する「地域Ａ ⊖ 地域Ｂ ⊖ 地域Ｃ」と小平銭のみが流通する
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２） 以下、第１章では特に断らない限り、宮城 2008b の研究成果を参照している。




４） 2008 年１月 18 日に沖縄県立埋蔵文化財センターにて行われた、沖縄考古学会定例研究会において宮城弘
樹が「琉球出土銭貨の研究」と題する研究発表を行っている。その配付資料に「表７　琉球出土銭貨銭種
別集計」があり、近世までの出土銭貨 11,326 枚の種類と枚数が記されている（宮城 2008a）。なお宮城
2008b の論文では総計が 14,042 枚あり、さらに事例の収集が進展しているが、銭貨の種類ごとの集計で
はないため大銭の枚数が分からない。そのためここでは研究発表の配布資料に基づいて議論を進める。
５） 小畑弘己による集成は 1997 年時点のものであり、情報がやや古いことに注意が必要である。小畑によれ
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